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常に有効であり，何よりも CT や RI検査のような放射線被爆の危険がまったくないといった大きな
利点を有する優れた検査法である。しかし 一般に用いられている MRI は水素を核種としているた
め腫虜画像を選択的に得る事は出来ない。そこで私達は，抗腫虜モノクロ一ナノレ抗体と，生体内には
ほとんど存在せず， しかもほとんど水素に匹敵する信号強度を有するフッ素(19F) を架橋して， 19 
















1. 信号強度およびスペクトラムパターンから FTPA CPerfluorotripropyramine) が最も画像化に
適したPFC化合物である事が分かった。
2. 室温放置にて，一ヶ月後においても作製された FTPAエマルジョンの粒子径の変化はほとんど
見られず安定であった。粒子直径が 150 ， 300 , 500 nmの各エマノレジョンの，マウスへの静注 6 ， 12，












本研究は， FTPA C フッ素化合物)エマノレジョンの粒子径の違いによる体内動態の変化や， FTPA 
エマノレジョンと抗体との架橋の安定性を明らかにした。さらに F-MRIを用いて，抗CEAモノクロー
ナル抗体架橋FTPAエマノレジョン静注担癌ヌードマウスの腫傷画像が選択的に得られる事をはじめて
明らかにした。この研究により F-MRIの有用性が示され，さらに免疫学的手法を導入する事lとよ
り腫蕩が選択的に画像診断可能である事が示された。今後の腫蕩の画像診断に資すると乙ろが大きく，
学位に値する業績と考える。
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